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日
本
に
お
い
て
女
性
議
員
の

数
は
極
め
て
少
な
く
、
衆
議
院

で
約
１
割
、
参
議
院
で
約
２
割

と
、
世
界
の
両
院
平
均
の
２４
％

に
及
ば
な
い
。
衆
議
院
に
い
た

っ
て
は
１
９
３
か
国
中
１
６
２

位
で
、
世
界
最
下
位
グ
ル
ー
プ

の
中
で
停
滞
が
続
く
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
す
べ
く
、

今
年
５
月
に
「
政
治
分
野
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
推
進
法
」

が
全
会
一
致
で
可
決
・
成
立
し

た
。
重
要
な
の
は、
基
本
原
則

女
性
議
員
増
へ
問
わ
れ
る
政
党

三
浦

ま
り
氏

上
智
大
教
授
。
専
門
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
政
治、
福
祉
国
家
論
。
主
著
に
「
私

た
ち
の
声
を
議
会
へ

代
表
制
民
主
主

義
の
再
生
」
な
ど
。
５０
歳。

に
、
政
党
が
候
補
者
を
擁
立
す

る
際
、
男
女
の
候
補
者
数
の
均

等
を
目
指
す
こ
と
が
盛
り
込
ま

れ
た
点
だ
。
「
候
補
者
男
女
均

等
法
」
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
理

念
を
達
成
す
る
た
め
に
、
政
党

は
数
値
目
標
を
定
め
る
な
ど
の

具
体
的
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
議
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、

出
産
、
育
児
、
介
護
と
両
立
で

き
る
よ
う
な
環
境
整
備
も
こ
の

法
律
は
求
め
て
い
る
。
家
族
の

介
護
な
ど
が
必
要
な
議
員
を
排

除
し
な
い
議
会
の
あ
り
方
を
、

議
会
自
身
が
検
討
し
、
設
計
す

る
必
要
が
あ
る
。

女
性
議
員
が
少
な
い
要
因
は

様
々
あ
る
が
、
最
も
大
き
な
壁

は
政
党
で
あ
る
。
政
党
が
女
性

候
補
者
発
掘
に
本
気
で
取
り
か

か
ら
な
い
限
り
、
男
女
均
等
に

近
づ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
政

党
の
行
動
を
変
え
る
に
は
、
継

続
的
な
監
視
が
欠
か
せ
な
い

が
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
行
う
か

は
法
律
に
響
か
れ
て
い
な
い
。

法
案
を
準
備
し
た
議
員
連

盟
、
女
性
団
体
、
管
轄
官
庁
（
内

閣
府
、
総
務
省
）
、
研
究
者
、

メ
デ
ィ
ア
が
連
携
し
、
監
視
を

継
続
す
る
仕
組
み
を
作
り
出
す

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

女
性
候
補
者
の
発
掘
、
育
成

は
、
新
し
い
政
治
文
化
の
創
生

と
密
接
に
関
わ
る
。
男
性
候
補

者
と
同
じ
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
の

女
性
候
補
者
を
深
そ
う
と
す
る

と
限
界
に
突
き
当
た
る
。
多
数

の
女
性
を
擁
立
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
経

歴
を
歩
ん
で
き
た
人
た
ち
に
も

目
を
向
け
ざ
る
を
得
な
い
。

私
自
身
、
こ
の
春
に
若
手
女

性
を
対
象
と
す
る
議
員
養
成
講

座
を
提
供
す
る
一
般
社
団
法
人

「
パ
リ
テ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｌ
を

共
同
で
設
立
し
、
幾
つ
か
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
き
た
。

そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

は
、
女
性
た
ち
が
政
治
参
画
す

る
動
機
は
男
性
と
異
な
る
と
い

う
点
だ
。
海
外
の
研
究
で
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
女
性
は
低

賃
金
や
性
暴
力
な
ど
、
女
性
の

抱
え
る
問
題
を
解
決
し
た
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
よ
く
し
た

い
と
い
っ
た
政
策
志
向
が
強

い
。
ま
た
、
自
分
の
生
き
づ
ら

さ
か
ら
政
治
に
目
覚
め
た
と
い

う
意
味
で
、
個
人
の
生
き
方
と

政
治
が
直
結
し
て
い
る
。

個
人
的
な
動
機
か
ら
政
治
に

参
画
す
る
女
性
た
ち
は
、
組
織

に
属
し
名
誉
や
権
力
を
重
視
し

が
ち
な
既
存
の
住
人
た
ち
と
は

思
考
回
路
が
異
な
る
。
そ
う
し

た
新
人
が
初
心
を
忘
れ
ず
政
治

キ
ャ
リ
ア
を
積
め
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
政
治
文
化
の
刷
新
に
つ

な
が
る
だ
ろ
う
。

政
党
の
役
割
は
、
新
し
い
タ

イ
プ
の
候
補
者
を
積
極
的
に
発

掘
、
育
成
す
る
こ
と
に
あ
り
、

そ
れ
を
通
じ
て
こ
そ
、
多
様
な

意
見
が
政
策
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。

候
補
者
男
女
均
等
法
は
強
制

力
の
な
い
理
念
法
で
あ
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
が
、

法
律
が
効
力
を
発
揮
す
る
の
は

強
制
力
だ
け
に
よ
ら
な
い
。
重

要
な
の
は
、
女
性
議
員
を
増
や

そ
う
と
す
る
政
党
の
政
治
的
意

思
だ
。
そ
れ
を
引
き
出
す
市
民

社
会
の
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。


